
学年

教科

月 課 単元名 時数 学　　習　　内　　容 評価規準及び評価方法

復習 前年度の学習内容

C/E 英語での指示と質問

Program 1 辞書の活用 辞書の活用

受動態 受動態を使った表現

現在完了形（完了用
法）

現在完了形（完了の用法）を使った表現

Speaking3 飛行機内の会話 飛行機内で用いる定型表現を運用できる。

Program 2 現在完了形（継続用法） 「継続」「経験」を表す現在完了形の用法を

現在完了形（経験用法） 理解し、表現できる。

Speaking2 レストランでの会話 メニューについて、質問したり注文できる。

既習の動詞の時制を理解できる。

【表現の能力】

Program3 不定詞の応用

challenge1 レシピの読み取り 英語のレシピを読んで、メニューを理解する

Speaking3 電車の乗り換え案内 目的地までの行き方を尋ねる表現の活用

Listening1 インタビューの要旨を正しく聞き取る。 《評価方法》

有名人のインタビュー内容を理解し、相手を

想定してインタビューの原稿を作成できる。

不定詞の復習 不定詞を含んだ表現の文構造を理解できる

Program4 長文読解と内容理解 まとまりの英文を読んで、内容を理解する。

Writing2 メールと住所の書き方 メールの内容理解と伝えたいことが書ける。 【理解の能力】

Program5 主語+動詞+目的語+補語の文型

間接疑問文

Speaking4 電話での対話 伝言の内容を理解し、メモを作成できる。

Program6 現在分詞の後置修飾 《評価方法》

過去分詞の後置修飾

challenge2 長文読解とその内容理解 まとまりのある英文を読解できる。

分詞の後置修飾の復習 既習の文法事項の定着を図る。

(現在分詞、過去分詞)

My
Project8

伝統文化の説明 スピーチ原稿を作成し、説明できる。

Program7 関係代名詞（主格） 関係代名詞の用法を理解し、表現できる。 【言語や文化についての知識・理解】

Speaking5 買い物表現 買い物の定型表現を活用して対話ができる

Program8 関係代名詞（目的格） 関係代名詞の用法を理解し、表現できる。

Writing2 既習事項を使った英作文 学校の紹介文を正しく書くことができる。 《評価方法》

Listening2 情報の聞き取り 空港での案内を聞いて、内容を聞き取れる。

関係代名詞の復習 既習の文法事項の定着を図る。

(主格、目的格)

Program9 長文読解とその内容理解 まとまりのある英文を読解できる。

Listening3 情報や数字の聞き取り 説明文の内容を聞いて、概要を理解する。

My Project9 スピーチ原稿作成と発表 自己PR文を作成し、発表することができる。

Program10 長文読解とその内容理解 長文を読んで内容を理解することができる。

R・R 長文読解とその内容理解 比較的長い英文を読んで内容をつかむ。

R・R 長文読解とその内容理解 比較的長い英文を読んで内容をつかむ。

過去の入試問題に 過去の入試問題を解き、解き方と正答の理由を理解す
る。チャレンジ

過去の入試問題に 過去の入試問題を解き、解き方と正答の理由を理解す
る。チャレンジ

150 合計授業時間数

不定詞の名詞的用法の応用文を理解し、活用すること
ができる。

インタビューの内容の
聞き取り

14

・定期テスト
・音読テスト
・提出物

・ 言語についての知識を活用して、英語の内
容を正しく理解することができる
・ 場面や状況に応じた聞き方や、目的に応じ
た読み方をして英語が理解できる

・定期テスト
・リスニングテスト

・ 英語のしくみについての知識を身につけて
いる
・ コミュニケーションに必要な、言語の背景に
ある文化を理解している

<主語+動詞+目的語+補語>で表される表現や間接疑問
文の文構造を理解できる。

現在分詞・過去分詞が前の名詞を修飾する用法を理解
し、表現することができる。

・定期テスト
・小テスト

英語の仕
組み１

時制などの文構造の復習

英語の仕
組み2
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平成２５年度 　　教　科　の　年　間　指　導　計　画
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外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育
成を図り，聞くこと，話すこと，読むこと，書くことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う。

広島市立仁保中学校
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３学年

英語科

教科
目標
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【コミュニケーションへの興味・関心・意欲・態
度】
・ 自分の考え、気持ち、事実などを積極的に
相手に伝えようとしたり、相手の考えなどを理解
しようとしている
・ さまざまな手立てを用い、コミュニケーション
活動を継続しようと努力している

《評価方法》
・授業観察
（着ベル、学習活動への態度、発表、忘れ物）
・提出物

・ 言語についての知識を活用して英語で正し
く表現することができる
・ 場面や状況にふさわしい表現を選択したり、
適切な声の大きさや速さで話したり、まとまりの
ある文章を書いたりすることができる
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英語の仕
組み３

英語の仕
組み４
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